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「蒲公英」の．生薬学的．研究（第2報）1）
　　台湾産「蒲公英」の基源（II）2）
難波恒雄i＊，高野昭人，御影雅幸
　富山医科薬科大学和漢薬研究．所
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　　　　　　The　Plant　Origin　of　“Pu　gong　ying”　from　Taiwan　（ll）2’
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　In　China　the　crude　drug‘‘Pu　gong　ying（蒲公英）”is　mainly　derived　from　Taraxacum
spp．（Compositae），　while血Taiwan，　the　whole　plant　of　lxeris　ckinensis　（THuNB．）NAKAI
（Compositae）　is　called　by　the　same　name．　However，　“Pu　gong　ying”　obtained　in　Kaohsiung
（高雄），in　southern　Taiwan，　consisted　only　of　steils　and　roots　larger　than　those　of　Ixeris
spp．　Its　external　appearances　and　sectional　views　suggested　that　the　botanical　origin　of　“Pu
gong　ying”from　Kaohsiung　is　a　Lactuca　plant（Co血positae），　A　comparative　anatomical
study　of　the　stems　and　roots　of　Lactuca　indica：L．，五．　formosana．MAxlM．，　L．　sororia　MIQ．
clearly　showed　that　the　original　plant　of　Kaohsiung　“Pu　gong　y　ing”　was　Lactuea　indica．
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Compositae；　Pharmacognostical
　前報1）で述べたごとく，台湾では一般にキク科のIxeris　chinensis（THuNB．）NAKAIと1．　laevigata（BL．）ScH．一
BIP．　ex　MAXIM．　var．　oldhami（MAXIM．）KITAMURAの全草を「蒲公英」と称して用いている．一方，謝3）は
台湾省や福建省ではキク科のLactuca　indica　しが「蒲公英」と混称され，華東沿海地区，江西省，華南華申の一・
部地区でも，それぞれL．indica　L．　subsp．　laeiniata（HOUTT．）STEBB．，　L，・sororia　Mlg．，　L．　formosana　MAXIM．
などのLactuca属植物が「蒲公英」の異物同名品として出回っていると記しているが，これらについてはいまだ確
証はない．
　ところで，今回（1985年）われわれが台湾南部の高雄市場で入手した「蒲公英」は茎と根のみからなる商品で外部
形態的にIxeris属のものとは明らかに異なり，その外形，大きさ，色，断面の状態などからIxeris属に近縁でやや
大型のLaetuea属植物に由来するものと思われた．そこでこのものの基源を明らかにする目的で，台湾に生育する
Lactuca属植物3種4）についてその茎および根を比較組織学的に検討した．
実　験　の　部
　1．材　　料
　1．　生薬材料5a）
　高雄市：永祥青草店（1985年7月15日No．2595）からの入手品．
　2．比較植物5b）
　①Lactuca　indica　L台北県：貢寮郷漢底（Jul．4，1985，　T85・40）；、金山郷金山～石門郷石門（Jun．1，1986，
T86－4）；鳥來郷鳥來（Jun．11，1986，　T86－39），高雄県：高雄市（Ju1．20，1985，　T85－83）．　f。　indivisa（MAxlM．）
HARA台北県：貢寮郷襖底（JuL　4，1985，　T85－42）；同郷馬嵐～卯襖（Jul．5，1985，．T85－55）・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．1．　Stem　of　Laetuea　indica
A：sketch，　B：diagram　i11ustrating　tra且sverse　s㏄tio且，　C：detailed　drawings　of　the　transverse　sectiolls．
　②L．　for〃zosana　MAxlM．台北県：貢寮郷襖底（Ju1．4，1985，　T85－44）；烏來郷烏黒～娃娃谷（Jul．7，1985，
T85－62）；同郷鳥來（Jun．11，1986，　T86－40）．花蓮県：秀林郷天祥（Jun．3，1986，　T86－20）．南投県：鹿谷郷渓頭
（Jun．4，1986，　T86－24）；魚二郷日月潭（Jun．5，1986，　T86－36）．
　③L．sororia　MIΩ．台北県：烏來郷野津（Jun．11，1986，　T86－42）．南投県：鹿谷三二頭（Jun．4，1986，　T86・
25）；同郷杉林渓（Jun・4，1986，　T86－35）・
　II．比較植物の茎および根の内部形態6）
　＠　L．indica
　茎（Fig．1－A～C）：比較植物中最も大型で，横切面は類円形を呈し，径4．6～20．　O　mm，ときにはそれ以上になる．
最外部は表皮でその外面はクチクラに被われるが，大型のものでは表皮が剥離しコルク層を認めることもある．下皮
は1～4細胞層，その内側に細胞間隙を有する厚角組織（Fig．1－c1，6）が1～8細胞層認められ，皮層は7～21細胞
層・大型のものの皮層中には一般に大型の細胞間隙が認められる（Fig・1－C1，7）．内皮は通常明瞭であるが著しく二次
成長した茎では不明瞭なことがある．並立維管束は環状に配列し，茎の半径に対する木部の放射方向の幅の割合（各
切片中木部の放射方向の幅が最大の部位で測定した．以下同様）は20～49％．道管は主として単穿孔の孔紋道管およ
び網紋道管からなり，径（各切片中で最大の道管の径を測定した．以下同様）は85～125μm。師部と乳管からなる
髄内維管束（Fig1－Cg）が髄の周辺部の原生木部付近に10～43個認められる，師部繊維（Fig．1－C8）は他種に比べて少
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　　　　　　　　　　　　Fig．2．　Root　of　Laetuca　indica
A：　sketch，　B：　diagram　illustrating　transverse　sections，　C：　detailed　drawings　of　the
transverse　sections．
なく，0～44（200）個．内しょう，師部および髄内維管束に連合乳管が認められる．
　根（Fig．2－A～C，4－A）：根は円柱形あるいは紡錘形で大型のものでは分枝や多数の側根が認められる．横切面は
類円形を呈し，径は1．9～9．5mmでそれ以上になることもある．最外部はコルク化した表皮あるいは表皮が剥離し
コルク化した一次皮層の細胞からなり，コルク化した細胞は1～3（10）細胞層．内皮は一般に明瞭．根の半径に対
する一次皮層および二次皮層の幅の割合はそれぞれ2～35％，11～41％．根の直径に対する木部の径の割合は48～75
％．二次木部は道管，木部繊維，木部放射組織などからなり，道管は径62～118μm．木部繊維の量は大ぎく変異し，
木部の1／2以上を占めるものからほとんど認められないものまである，木部放射組織の細胞は厚膜木化しないかある
いはやや厚膜木化する．紡鐘形を呈する根では内方の木部放射組織の細胞は一般に薄膜で，裂隙となることがある．
木部放射組織の細胞は厚膜化していないことが多い。師管の近辺に連合乳管が認められる．
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　　　　Fig．3．　Stems　of五〇α〃co／brmosana（A）and五．ぶ。ア。廊（：B）
1：diagram　illustrating　transverse　s㏄tions，2：detailed　drawings　of　the
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Fig．4．　Diagram　lllustrating　Transverse　Sections　of　the　Roots　of　Laetuca　spp．
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　本属植物の茎および根には細胞内含有物としてイヌリンが認められる．
　＠　L．formosana
茎（Fig．3－A）：径は3．9～10．0㎜．破は1～2髄層，その内側に細胞間隙鮪する厚角繍撮大7細胞層
認められ，皮層は7～13細胞層．茎の半径に対する木部の放射方向の幅の割合は27～43％．道管は径95～113μm・髄
内維管束（Fig．3－A2）は木部，師部，乳管からなるものと木部を欠いたものの2種類が髄の周辺部に認められ，その
数は合わせて65～130個で比較植物中最も多い．師部繊維は227～700個．
　根（Fig．4－B）：径は2，300～8，900μm．根の半径に対する一次皮層の幅および二次皮層の幅の割合はそれぞれ2～
27％，9～35％．根の直径に対する木部の径の割合は57～78％．道管は径64～120μm．木部繊維の量は比較植物中最
も多く，木部の1／2から木．部の大部分を占める．木部放射組織の細胞はやや厚膜木化する・
　＠　L．sororia
茎（Fig．　3－B）：径は5．2～10．7㎜．通常中空．表皮細胞敵層の細胞砒べ小さい．下皮は1～3細胞層，その
内側の細胞間隙を有する厚角組織は最大7細胞層認められ，皮層は9～14細胞層．皮層中にやや厚膜木化した細胞が
多数認められ（Fig．3－B2），この細胞は隣合う二次師部．の間にも認められることがある．二次木部の発達程度は比較
TABLE　1． The　Comparative　Anatomical　Characteristics　of　the　Transverse　Sections
of　the　Stems　of　Lactuca　spp．　from　Taiwan
L．　indica L．　formosana ．乙．SOI・oria
Diameter　of　stem　（mm）
Number　of　cell　layers　of　cortex
Number　of　cell　layers　of　hypodermis
Number　of　ce11　layers　of　collenchyma
Number　of　phloem　fibers
B「餓dt狽炎增B：｝盤xylem＊×1・・（％）
Diameter　of　vessel“’　（ptm）
Number　of　medullary　bundles
Number　of　lignified　cells　in　cortex
Appearance　of　the　hollow　in　pith
4．　6－20．　0
　7－21
　1－4
　3－10
　0－44（200）
20－49
85－125
10－43
　0
3．　9－10．　0
　5－12
　1－2
　4－10
228－700
27－43
95－113
65－130
　0
5．　2－10．　7
　9－14
　1－3
　4－8
540－1200
16－24
93－118
　　0
145－440
　　十
Observational　portions　are　lower　parts　of　stems　（5－10　cm　from　the　base）．
“　maximum　yalue　of　radial　breadth　of　secondary　xylem　is　measured．
＊＊　numeral　shows　the　maximum　value　in　each　section．
TA肌E　II。 The　Comparative　Anatomical　Characteristics　of　the　Transverse　Sections
of　the　Roots　of　Lactuca　spp．　from　Taiwan
L．　indica L．　formosana L．　sororia
Diameter　of　root　（mm）
Breadth　of　primary　cortex　（pm）
B「鰍dtw。書「藷。、co「tex×1・・（％）
Breadth　of　secondary　cortex　（ptm）
B「餓dt狽炎墲諮翌モ潤utex×1・・（％）
Dia血eter　of　xylem（μm）
語呈濫ぎ，落fX器・1・・（％）
Diameter　of　vessel“　（ptm）
Wood　fiber＊＊
1940－9430（13600）
　　105－550
2－32
130－2350
11－41
1150－8550
48－74
62－118
＋一一一
2300－8900
100－400
2－27
130－950
9－35
1460－4550
57－78
64－120
十卜～・冊
3500－12370
210－800
6－35
450－2320
22－53
1050－6850
30－56　（60）
73－120
．tv十
Observational　portion　is　at　1－3　cm　from　the　base．
＊　numeral　shows　the　maximum　value　in　each　section，
＊“　十，partly　observed；　1十，frequently　observed；　一H十，　most　of　the　part　of　xylem　is　occupied　with　wood　fibers．
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Key　1，　Key　for　the　identification　of　Lactuca　spp．　from　Taiwan　according　to　their　anatomical
　　　　characteristics．
　A：　Stem　has　no　hollow．　Medullary　bundles　are　present　in　the　pith　qf　stem．
　　　Lignified　parenchyma　cells　are　absent　in　the　cortex　of　stem．
　　　Ratio　of　diameter　of　xylem　to　that　of　root　are　from　48　to　78％．
　　B　：　Phloem　fibers　are　from　O　to　30　（200）　in　number．　Medullary　bundles　are
　　　　from　10　to　43　in　number．　・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…Lactuca　indiea
　　B　：　Phloem　fibers　are　from　228　to　700　in　number．　Medullary　bundles　are
　　　　from　65　to　130　in　number．　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…i・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・…一・・・・・・・・・…L．　formosana
　A：　Stem　has　a　hollow．　Medullary　bundles　are　absent　in　pith　of　stem．
　　　Lignified　parenchyma　cells　are　present　in　the　cortex　of　stem．
　　　Ratio　of　diameter　of　xylem　to　that　of　root　are　from　30　to　56　（60）　％　・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・…L．　sororia
植物中最も低く，茎の半径に対する木部の放射方向の幅の割合は16～24％．道管は径93～118μm・髄内面管：束は認
められない．師部繊維は比較植物中最も多く，540～1200個．
　根（Fig．4－C）：径は3，500～12，　370Ptm．根の半径に対する一次皮層の幅および二次皮層の幅の割合はそれぞれ6
～35％，22～53％・道管は径73～120μm，木部繊維はないかあっても少なく一般に形成層側に認められる．木部放
射組織の細胞は厚膜木化しないかわずかに厚膜木化する．
　皿．　高雄市場品「蒲公英」の形態および原植物
商品薩および根の粗切品で，茎は中実で径8～20㎜諭達幽艶力・ら宝輪，断面に輪軸色の榔醐
瞭に認められる．根の外面は淡黄褐色，断面は淡黄白色で，太いものでは径13㎜に達し，径5mm以下の細い
根も多く認められる．これらの内部形態はLaetuca　indica　L．の茎および根に合致した・
結論および考察
　1．今回比較組織学的に検討したLactuca属植物3種について，茎および根の内部形態的特徴により作成した種
の検索表をKey　1に示す．なお，内部形態の測定値をTABLE　IおよびIIに示す．
　2，Key　1を用いて今回入手した高雄市場品「蒲公英」の原植物を検索したところ，市場品はL・　indiea　しの茎
および根を基源とするものであった．
　3．　今回検討したLact〃ca属植物と外形が類似するものにSonchus属植物があり，台湾にはS・arvensis　L．，　S・
oleraeeus：L．，＆卿θ！（L．）HILLの3種が生育している7）。これら3種の内部形態については羅ら8）が中国産のも
のについて報告しており，茎が通常中空であること，髄内維管束がS．・arvensisでは髄の全体に散在し，他の2種で
は髄の周豊麗に認められること，根の最外部は通常一次皮層が剥離し，内しょうに発生した総皮からなっていること
などの点で今回われわれが検討したLaetuea属植物とは区別できる．
　4．本田および前報1）の結果から，現在台湾市場に出回っている「蒲公英」の基源はIxeris　ehinensisならびに1．
laevigata　var．　oldhamiの緑草，およびLaetuca　indicaの茎と根であることが確証された．　Ixeris属植物とLaetuca
属植物は外部形態上ともに花が黄色ですべて舌状花からなり，植物体中に白い乳液を有するなどの共通点を有する．
これらの特徴は「蒲公英」の本草正品と考えられるTaraxacum属植物とも共通するもので，さらに『唐本注』9）の
「葉似苦董花黄断有白味人皆ロ敢之」の記文にも適合し，古来これらの特徴を有する数種の植物が「蒲公英」の名称で
市場に出回ってきたと考えられ，これまでに確証できた植物以外にも近縁の植物が「蒲公英」として使用されている
可能性がある，
　5．Lactuca　indica　L．（＝L．　brebirostris　CHAMP．）は台湾で「蒲公英」，「満天星」，「馬尾縣」，「英仔草」・「鵡仔
草」など多くの名称で民間的に薬用とされ，解熱薬あるいは腫瘤，毒蛇咬傷の治療薬として用いる10）とされ・またタ
イヤル族，ブヌン族，パイワソ族などの高地民族は，L．　indicaをYaho，　Watusao，　Sama，　Samakuなどの名称で
頭痛，腫瘍などの治療に用いる11）とされる．一方『中薬大辞典』12）によれば，中国大陸ではし．indicaの詠草を「山
高芦」と称し解熱薬や涜瘤の治療薬として用いるとされ，またこの根を「白龍頭」と称し清熱涼血，消腫解毒薬とし
て扁桃腺炎，婦女血汐，癖腫，乳癌の治療に用いるとされる．このようにL．　indicaは古くから各地で民間的に消腫
薬として腫瘤，腫瘍，涜瘤，痛腫，乳痙などの治療に用いられ，この点は「蒲公英」の最初の本草記載である『新修
本草』13）の「蒲公滋味甘平無毒主婦人乳痙腫水煮汁飲之及封之立消」の記文にも適合していることがわかる．一方，
前報で述べたIxeris　ehinensisや1．　laevigata　var．　oldhamiも民間的に消品品として利用すると記載されており，4
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で述べたような外部形態的特徴を有する近縁の植物はみな消腫薬として使用されてきた可能性もある．しかし，各植
物は民間薬として互いに異なった効能をも有しており，漢薬「蒲公英」として用いる場合はさらに本草学的な考察を
加えて，それらの植物の利用の可否を検討する必要がある．
　6．Lactuca　sororiaはそう果の形状がわずかに扁平な紡錘形で，著しく扁平である今回比較検討した他の2種と
は明らかに異なり，植物分類学的にも問題があるとされている種である．羅ら8）ex　Lactuca　M植物の茎の内部形態的
特徴として髄内維管束の存在を挙げているが，今回われわれが検討したL．sororia　lcは髄内維管束が認められず，内
部形態的にも他のLactuea属植物とi著しく異なることが明らかとなった．
　謝　辞＝比較植物の同定にご協力くだされた京都大学理学部村田　源講師，比較植物の同定ならびに材料の蒐集
にご協力くだされた台湾大学理学院高　木村氏，材料の蒐集にご協力くだされた高雄医学院生物科林　俊清教授な
らびに同研究室の諸氏に深謝する．
　Abbreviations：　c：　cambium，　co：　collenchyma　or　collenchyma　cell，　cu：　cuticule，　en：　endodermis　or　endo－
dermal　cell，　ep：　epidermis　or　epidermal　cell，　f：　fiber，　hy：　hypodermal　cell，　；：　intercellular　space，　k：　cork
cell，　kc：　cork　cambium，　kl：　cork　layer，　lv：　articulate　latex　tube，　mxy：　xylem　medullary　ray，　p：　parenchyma
cell，　ph：　phloem，　pl；：　lignified　parenchyma　or　lignified　parenchyma　cell，　pxy：　protoxylem，　s：　sieve　tube，
sc：　slightly　sclerified　cell，　trc：　transfusion　cell，　v：　vessel，　vim：　medullary　bundle，　wi：：　wood　fiber，　wp：　wood
parenchyma，　xy：　xylem．
引用文献および注
1）第1報＝難波恒雄，高野昭人，小松かつ子，御影雅幸，生薬，41，289（1987）．
2）日本薬学会第106年会（千葉，1986年4月）で発表．
3）謝宗方，“中薬材品種論述”，中田，上海科学技術出版社，上海，1984，P．365．
4）　Siro　Kitamura，　Compositae　Japonicae，　Memoirs　of　the　College　of　Science，　University　of　Kyoto，　Series
　　B，23（1），Article　14，133（1956）；台湾植物誌編輯委員会編著，“台湾植物誌”，第四巻，現代関係出版社，
　　台北，1978，P．894；Lactecea　indica　しには葉が切れ込む個体と葉がまったく切れ込まない個体（f・indivisa
　　（MAXIM．）HA．RA）が認められる．今回その2種間の茎および根の内部形態を比較検討したが内部形態的に両種
　　を区別することは不可能であった．
5）富山医科薬科大学和漢薬研究所民族薬物資料館収蔵品．a）（）内は蒐集年月日および標本番号を示す；b）
　　（）内は採集年月日および標本番号を示す．
6）観察部位は茎では基部から5～10cmの位置：，根では大型で茎から根への移行部の長いものは基部から2～3　cm
　　の位置，小型のものでは基部から1～2cmの位置を観察部位とした．商品中に径3～5　mmの細い根が多数認
　　められることから大型の側根の内部形態を観察したところ，大型の側根は内部形態的に主根と同様な特徴を示し
　　た．そこで根の内部形態の記載は主根と大型の側根について合わせて記載した．
7）　Siro　Kitamura，　Compositae　Japonicae，　“Memoirs　of　the　College　of　Science，　University　of　Kyoto，　Series
　　B，23（1），Article　14，145（1956）；台湾植物誌編輯委員会編著，“台湾植物誌”，第四巻，現代関係出版社，台
　　北，1978，P．　938；われわれは台湾中部の南投県鹿谷郷渓頭～杉林渓でSonchus　aSper（L）HILLを採集した．
8）二二鵬楼之學，薬学学報，20（9），666（1986）．
9）唐慎微撰，支晟校定，“経史証類大観本草”，桐逢時影印，下緒30年（1904），巻11，51丁．
10）佐々木舜一，“台湾民間薬用植物誌”，晃文館，台北，1924，p．139．
11）台湾総督府警務局，高砂族調査書『薬用草根木皮』，台湾総督府警務局理蕃課，台北，1939，P・L
12）江蘇新医学院編，“中薬大辞典”，上海人民出版社，上海，1977，PP・194，703・
13）蘇二等撰，岡西為人重輯，“重輯新修本草”，学術図書刊行会，兵庫，1978，pp．66，70．
（　307　）
Presented by Medical*Online
